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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

一 日の大半 を室内で過 ごす我々にと り
、室内空間 を構成す る材料(室 内材料)の 選定は

健康影響の見地か らも重要である。そ こで本プ ロジェク トでは、建材や家電製品など、各室

内材料 に起因する汚染物質による健康影響の評価 を行 うことで、室内材料 として望 まれ る材

料の選定基準について、利便性vs健 康影響の観点か ら、包括的な提案 を行 うことを目的 と

する。

これか ら、私は担 当した有機 リン系難燃剤最適添加量評価の部分 について、研究成果 を報

告す る。

①マテ リアルか ら有機 リン系難燃剤放散量測定法の開発

有機 リン系難燃剤放散量測定法につ いて、チ ャンバー法を用 いて検討するのは既往研 究の

主流である。しかし、チャンバー法は

大量 の設備投資 の必 要があ る。そ こ

で 、本研究 は 、パ ッシブFLUXサ ンプ

ラー を用 いて簡 易 で、精 度 が高 く、安

価 な 有 機 リン難 燃 剤 放 散 量 測 定 法 を

検 討 した(図1)。

② 有機 リン系 難燃 剤 の添 加 量 と放 散

量 の関係

図1の サ ン プ ラー を用 いて 、TCPP

(tris(2-chloroisopropyl)phosphate)添 加

量 別 の壁紙 サ ンプル の放 散 量 を測 定 し

た(25℃)。 難燃 剤 の添 加量 と放散 量 は

有 意 に相 関 す る(spearman,r=0.973,

P=0.000)。

③ 個 人曝露 濃度 の予測

EUの 標 準 モデ ルル ー ム を用 いて 、 既

往研究 によ り有機 リン難燃剤放散量経時変化のデータを使 って、被曝者はモデルルームにい

る時間は12時 間/日を仮定 し、今回測定 した壁紙 を使用する場合、居住者 の個人曝露量を予

測 した。すべての添加量 レベルの個 人曝露濃度 は ドイツ環 境省の推薦値 を超 え、20%添 加の

場合は TWA(Threshold Limit Value-Time Weighted Average) の1/100よ り高い結果 を得た(図

2)。

以上をまとめ、有機 リン難燃剤の添加(特 に新品を使用す る場合)に よるの曝露は健康影

響 を懸念す る。今後、火災 リスク同時 に考慮 し、マテ リアル中有機 リン難燃剤の最適添加量

を検討する予定である。
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